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Abstract
  This study explores the competition management system, training system, and training 
policy of different age groups of basketball players in the Republic of Turkey. The research 
employed a survey method to assess the systems related to basketball playing, including 
development organizations, as well as interviews with various stakeholders.
  A field survey was conducted in February 2013 to gather observation-based information. 
Interviews were conducted with club managers and others. 
　This first report focused on professional basketball. An analysis of the data revealed that 
Turkey has three division systems for the Men's League and two for the Women's League. 
It has a regular season and a playoffs tournament. The regulation and registration of 
foreign player contracts, as well as club budget and average salary data of players, are also 
discussed.
　This comprehensive survey of Turkish basketball provides empirical data that will be 
useful to sport scientists, coaches, persons in charge of each top league, and those in charge 
of developing basketball players in studying and building competition and management 
systems.
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9 月時点で 7 位、2017 年 10 月時点で 13 位であり、
2010 年の世界選手権では準優勝している。女子代
表は世界ランキングで 2014 年 12 月時点で 11 位、






手と Besiktas注 1）との 2010 年の契約が象徴的であ
る。また例えば、2016-2017 年シーズンの男子 1




ある選手が 15 名、NBA のチームに所属した ( も
しくはこのシーズン後契約した ) 経験がある選手
が 15 名いた注 2）注 3）。各国代表選手と NBA 経験の


































































































よれば、トルコ男子は 2013 年 9 月時点で世界ラン
ク 7 位、2014 年 12 月時点で 8 位、2017 年 10 月時
点で 13 位ある。トルコ女子は 2013 年 11 月時点で













子は 2 部制である。レギュラーシーズン（女子 2
部の場合は 2 つ目のステージまで）はホームアン
ドアウェイで試合が行われる。
　男子 1 部リーグには 16 クラブが所属する。男
子 1 部のシーズンの時期は 2012-2013 年の場合、
レギュラーシーズンが 10 月中旬から 5 月中旬ま
でで、プレイオフが 5 月中旬から 6 月中旬までで
あった。2013-2014 年シーズンの場合、レギュラー
シーズンは 10 月中旬から 5 月上旬までで、プレ





戦う。クオーターファイナルでは 3 戦中先に 2 勝
したクラブが勝ち残る。セミファイナルでは 5 戦
中先に 3 勝したクラブがファイナルに進出する。
ファイナルでは 7 戦中先に 4 勝したクラブが優勝
となる注 5）。男子 1 部リーグのレギュラーシーズン
で 15 位と 16 位になった、リーグ成績下位 2 クラ
ブと男子 2 部リーグの成績上位 2 クラブは翌シー
ズンに所属リーグが入れ替わる注 6）。男子 1 部リー
グではレギュラーシーズン期間中は原則として各




　男子 2 部リーグには 2012-2013 年シーズンの場
合、18 クラブが所属していた。10 月から 4 月末
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績下位の 3 クラブは下部の EBBL へ降格する注 7）。




のリーグは EBBL と称され 2006 年に設立された。







　女子は 2 部制である。女子 1 部リーグには 14 ク
ラブが所属する。レギュラーシーズンはホームア
ンドアウェイで 26 試合を行う。その成績上位 8 ク
ラブがプレイオフに出場できる。プレイオフは勝
ち残りの方式で行われ、プレイオフ 1 回戦（クオー
ターファイナル）は 3 戦中先に 2 勝したクラブが
勝ち上がる方式である。セミファイナルとファイ
ナルは 5 戦中先に 3 勝するまで行う方式である。
レギュラーシーズンは年によるが 10 月の中旬か
ら下旬に始まり、3 月末ごろまで行われる。プレ
イオフは年によるが 3 月下旬か 4 月上旬ごろ始ま
り5月上旬ごろまで行われる。またレギュラーシー
ズンで成績下位の 2 クラブが翌シーズンは女子 2
部リーグに降格する（TÜRKIYE BASKETBOL 
FEDERASYONU, 2013b, p.19）。
　女子 2 部リーグは、年によって違うが 30 クラ
ブ前後が参加し争われる（2012-2013 年シーズン
は 28 クラブ、2013-2014 年シーズンは 26 クラブが




プ上位 6 位までの計 18 クラブがセカンドステー
ジに進むことができる。この時点で各グループの
7 位以降のクラブはシーズン終了となる。2 番目
のステージでは新たに 6 クラブずつ 3 つのグルー
プに分かれて、総当たりホームアンドアウェイで





















れていたが 2012 年 1 月を最後に行われていない
（Turkish Basketball Federation, online）注 10）。
　この他の大会としてターキーカップ（Turkiye 
Kupası）がある。前述のリーグとは別の大会で
ある。男子の方は 1 部リーグ所属の 16 クラブが
参加する。まず 4 クラブずつ 4 グループに分かれ
総当たりで試合を行う。通例 10 月初旬に 1 週間
ほどの間に集中的に試合を行う。グループごとに
同じ会場を使うことが多い。この各グループで成
績上位の 2 クラブずつ計 8 クラブが、勝ち残りの
方式でクオーターファイナル、セミファイナル、













進める。各グループの成績上位 2 クラブ計 6 クラ
ブと予選を免除された 2 クラブの合計 8 クラブが
次のステージに進出する。次は勝ち残り方式でク
オーターファイナル、セミファイナル、ファイナ
ルと 1 試合ずつ戦う。このステージは年により 12
月または 1 月または 3 月に行われる（TÜRKIYE 






















　男子 2 部リーグの場合、各クラブは 3 人まで外
国人選手と契約することができる。各試合ごとに
登録できる 12 人の選手の中で外国人選手は 2 人
までエントリーが可能である。男子 3 部リーグの
場合、外国人選手の枠は無い。
　女子 1 部リーグの場合、各クラブとも 5 人まで
外国人選手と契約できる。そのうち、各試合ごと
にエントリーする 12 人の選手の枠には 4 人まで外
国人選手を登録できる。試合中に同時にコートに













クラブは 5 つある。すなわち、Anadolu Efes SK、




















専修大学スポーツ研究所紀要　第41 号　2018年 3 月
・
・
は外国籍のスター選手は約 1 億 9000 万円程度、ト
ルコ人のスター選手は約 1 億 4000 万円程度との
ことである。実力がチーム内で 6 番手から 8 番手
くらいの選手では約 2800 万―約 7400 万円程度で
ある。ただし、バジェットの大きい Anadolu Efes 


















リーグは 6 人、女子一部リーグは 5 人であった。
例えば世界トップレベルの欧州他国の一つである
セルビア（世界ランキング男子 3 位：2017 年 11





における 2500 万―3000 万ドルというバジェット
の規模は欧州でも最上位であり、年俸がスター選





















いる。2013-2014 年シーズンからは Besiktas 
Integral Forex に変更になり、2015-2016 年















注 5） 男 子 1 部 リ ー グ は 2015 年 に Spor Toto 
Basketbol Süper Ligi と改称された。2017 年
現在の主な競技ルールは調査当時と比して、
プレイオフのファイナルだけ 7 戦中先に 4 勝
したクラブが優勝という方式になった点な
どが異なるが、それまでとほぼ同様である。
注 6） 男子 1 部リーグと 2 部リーグに関しては、
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トルコ共和国のバスケットボール（第 1 報）




例としてさらに 1 クラブが 2 部リーグから
1 部リーグに昇格した。






位 8 クラブがプレイオフに進出する。4 つ
の対戦カードにおいてそれぞれ 5 戦中先に
3 勝した 4 クラブが次のステージに勝ち上
がる。このラウンドでは 4 クラブが総当た
り 2 回戦を行い、各クラブ 6 試合ずつの結
果で最終順位を決めた。
注 8）TB3L の 2014-2015 年シーズンには 24 クラ
ブが参加した。これを 2 グループに分けて
総当たり 2 回戦を行い、各グループ上位 2
クラブずつ計 4 クラブがプレイオフに進み、
そこでは 2 回戦総当たりで各クラブ 6 試合
ずつ試合をして順位を決めた。男子3部リー
グは、2015-16 シーズンから名称をそれまで
男子 2 部リーグのそれであった TB2L に変
更した。参加クラブ数も変わり、2015-2016
年シーズンが 24 クラブ、2016-2017 年シー
ズンが 20 クラブ、2017-2018 年シーズンが







注 9）女子 2 部リーグは、2014-2015 年シーズンは
34 クラブが参加した。これを 4 グループに









カンドラウンドは共に 3 戦中先に 2 勝した
クラブが次に進める。そして勝ち上がった
4 クラブが総当たりで順位を決めた。2016-
2017 年シーズンは 20 クラブが参加した。
レギュラーシーズンはグループ分けをせず
に試合を行い、上位 8 クラブでプレイオフ
を行った。そこではまず 3 戦中先に 2 勝し









プは 8 クラブのみが参加し、勝ち残りで 1
試合ずつという方式で 2 月に行われた。








Galatasaray Liv Hospital に 変 更 に な り、
2015-2016 年 シ ー ズ ン か ら は Galatasaray 
Odeabank に変更になった。
注 15）筆者の 2009 年から現在までのスペイン、
フランス、ギリシャ、イタリア等欧州 11
か国での現地調査による（未発表資料）。
注 16）育成期の状況については第 2 報を参照され
たい。
注 17）筆者の 2015 年と 2017 年のセルビアでの現
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